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リンゴ幼 果 果 実 蒸 散 の 品 種 間 差 異
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l  は  じ め  に

圃場条件下のリンゴでは、特に `ひめかみ'等の品

種は結実力が強く、果実横径が20～ 30mm程度の時期ま

でひとつの果そうに中心果と3～ 4個の側果が鈴なりに

なっている現象がみられる。これに対して、 `あかね

'は 2～ 3頂芽に 1果の着果という自家摘果性として知

られる現象がみられる。あるいは著者らが明らかにし

たように、気象環境が高温、高湿条件後にジューンド

ロップしやすい品種はジューンドロップしにくい品種

に比較して果実蒸散速度が低い特性があった。したが

って、このような結実力の差が果実の働きのうち、蒸

散と関連しないかという推測は成り立ちうる。この仮

説について検証を行う。

2試 験 方 法

1991年は第 1表に示す17品種を供試し、果実横径が

ほぼ301nm程度の生育時期に各品種7果を採取し、密開し

た水つぼに果柄をさし込み、122容同化チャンバーに

入れた。人工光源には高圧水銀灯 (反射型llRF,lkw)と

バラストレス水銀灯 (反射型BHRF,700w)を使用した。

チャンバーは光、温度制御が可能な環境制御実験室内

においた。炭酸ガスの測定には赤外線分析計 (横河製、

I乾12)を用い、蒸散は蒸散測定装置 (小糸製、翻 3ユ
ニット)を用い、補償法で同時測定した。設定条件は

光量700 μ mO1/m2/seC、 気温25℃ 、露点10℃、流量71

とした。各品種とも3反復した。

1992年は第 2表に示す18品種を供試した。果実横径

がほぼ15,20,25mm程 度の各生育時期に各品種10果を採

取し前年と同様の方法で、光合成、呼吸、蒸散速度の

測定を行つた。設定条件は光量700 μ mo1/m2/sec、 気温
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25℃、露点10℃ 、流量52/minと した。

3 試験結果及び考察

1991年

果実生理機能の品種間比較を行う場合に、 1個当た

りあるいは重量当たりにするかについては確定してい

ない。そのため、今回は果実の大きさを揃えた上で重

量当たりで表現して、その結果を第 1表に示した。

品種間で開花時期及び果実発育速度が異なるため調

査期間は6月 6日 から6月 17日 の12日 間にわたった。

最初に光合成速度と呼吸速度であるが、多くの品種

では呼吸量にはぼ見合うか、やや少ない光合成速度を

持っていた。そのため、みかけのC02収支は0に近か

つた。呼吸量が多く、光合成量を大きく上回つた品種

は3倍体品種の `陸奥'、  `ジ ョナゴール ド'それに

`つがる'があった。光合成速度の絶対値が高かった

のもこれらの品種であった。一方 `紅玉'は光合成、

呼吸とも最も低かったが、唯一収支はプラスであった。

次に、蒸散速度であるが、高い順に `印度'、  `陸

奥'、  `ゴールデン・デリシャス'、  `ひめかみ'、

`紅玉'、  `ジ ョナゴール ド'があつた。遺伝的には

`印度'、  `ゴールデン・デリシャス'、  `紅玉' と、

その後代品種が目立った。

1992年

1生育時期、 1品種当たりの測定時間は設定条件に

馴化し、安定する時間と暗黒下で呼吸速度を測定する

ため2時間を要した。品種間差異を明らかにするには

統計処理を行うため、少なくとも3反復程度必要であ

る。しかし、上記のように 1日 当たり測定可能点数は

5点に限られ、早い時期に急激な果実発育するため、

.同 じ果径での反復測定は不可能であった。従って、果

-163-



東 北 農 業 研 究 第 58号 (2005)

実横径15,20,25mmの 各発育時期の測定を反復なしで行

った。

結果は果実の横径をそろえて重量当たり及び 1果当

たりで示した。

果実蒸散速度の高いものに `陸奥'、  `千秋'、  `

印度'、  `ゴールデン・デリシャス'、  `ジ ョナゴー

ル ド'、  `ひめかみ'、  `つがる'があった。遺伝的

には前年と同様に `印度'、  `ゴールデン・デリシャ

ス'、  `紅玉' と、その後代品種が目立った。一方、

低い品種として `祝 '、  `レ ッドゴール ド'、  `国光

'、  `ス ターキング・デリシャス'があった。

また、 `あかね'は果実横径15mm時には、果実蒸散

速度が高めであったのに対し、20皿以降には低めとな

り、変化の仕方が他の品種と異なっていた。この品種

は果そう一つなりになり易く結実が確定した後は摘果

表 1 幼果の光合成、呼吸、蒸散速度 (1991)

剤NAC散布によっても落果しない特異な品種であるため、

両者の関係については更に検討が必要である。

蒸散速度の高い品種について特徴的なのは、 `ひめ

かみ'は結実性が高く、 `印度'は雌ずいが霜害を受

けた場合でも単為結実することが知られており、さら

に `ゴールデン・デリシャス'は 自家結実率の高い品

種であることから、蒸散速度と結実性の間にはなんら

かの関連があるものと思われる。

なお、 `国光'のように結実が多いのに果実蒸散速

度の低い品種もあり、この点についてはエチレン生成

なども関与すると思われ、さらに検討を要する。

`印度'幼果の蒸散能の高さなど今回初めて得られ

た知見が多いので、さらに年数を重ねて継続検討を行

う。
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表2果 実蒸散速度の品種間差具(1992)
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